
今はこんな様子だよ。

12 月２週目

　月華殿の素屋根に覆われた内部では、「耐震補強」の工事を行い、壁が頑丈な構造用合板に改ま

りました。その上に仕上げとして土壁を塗り、障壁画を張り戻すため、中身は変わっても見た目は

変わらないことになります。

　内部の土壁は臨春閣と似た土壁、よく見比べると臨春閣の壁よりも細かい材料が使われているこ

とが分かりました。そのため混ぜ込むスサ（繋ぎのための繊維状の物）や砂は細かいものを用意し、

丁寧にふるいにかけ、さらに細かいものだけを選別しました。また色は既存の壁と合わせる必要が

あるため、スサや砂粒は大きさだけでなく色も選別して材料の調合を行いました。左官壁の復旧に

は、塗る技能のみならず、様々な知識と経験とが求められます。
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月華殿の既存の壁

参考：臨春閣の壁

色の調整の難しい点は、施工時は水分を含んだ濃い色なので、乾燥後は薄い色になるということ。乾燥した状態で適切な色になる

ような調合を行う必要があります。材料の種類・色味・割合などは左官職人の長年の経験の積み重ねから導き出されます。
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壁を耐震壁にし土壁を

復旧した箇所：乾燥前
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乾燥後の新しい壁の色

既存の壁とほぼ一緒！
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